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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第90期

第３四半期連結
累計期間

第91期
第３四半期連結
累計期間

第90期

会計期間
自平成23年３月26日
至平成23年12月25日

自平成24年３月26日
至平成24年12月25日

自平成23年３月26日
至平成24年３月25日

売上高（千円） 3,754,477 3,573,436 4,954,232

経常利益（千円） 89,401 140,781 100,549

四半期（当期）純利益（千円） 43,608 75,288 47,419

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
132,529 74,053 140,757

純資産額（千円） 2,459,326 2,501,415 2,467,528

総資産額（千円） 4,300,158 4,199,895 4,228,249

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
2.23 3.85 2.42

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 57.2 59.6 58.4

　

回次
第90期

第３四半期連結
会計期間

第91期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成23年９月26日
至平成23年12月25日

自平成24年９月26日
至平成24年12月25日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
0.61 0.97

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。 

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．第90期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号  平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、年末に入り、各分野において従来からの不透明感から若干明

るい兆しが見られる状況になりつつありますが、足下の景況感については、まだまだ予断を許さない状況にあると

考えられます。

このような状況のもとで、当社グループ紡績部門におきましては、「はやいや～ん」と名づけた小ロット・多品

種・短納期生産販売システムにより、新たな販路開拓に努めましたが、当第３四半期連結累計期間につきましては、

第２四半期連結累計期間から第３四半期連結累計期間にかけての業績減速が大きく響き、同部門の売上高は20億85

百万円となり、前年同期比２億30百万円（9.9％）の減収となりました。テキスタイル・製品部門におきましては、

当社の得意とするテンセル素材を中心に、各分野への取り組みを進めました結果、当第３四半期連結累計期間にお

いては苦戦しましたものの第１、第２四半期連結累計期間の好調の蓄えもあり、同部門の売上高は14億88百万円と

なり、前年同期比49百万円（3.4％）の増収となりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は35億73百万円（前年同期比１億81百万円の減少）となるも、

利益面におきましては、原料高の終息によるコスト改善もあり、営業利益は１億39百万円（同49百万円の増加）、経

常利益は１億40百万円（同51百万円の増加）となりました。法人税、住民税及び事業税並びに法人税等調整額計63

百万円を計上しました結果、四半期純利益は75百万円となり、前年同期比31百万円の増益となりました。

また、財務体質の改善につきましては、長短借入金に割引手形を含めた有利子負債の圧縮を図りました結果、有

利子負債は48百万円となり、前連結会計年度末比で１億21百万円の減少となりました。

　　

 (2）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の資産につきましては、前連結会計年度末比28百万円減の41億99百万円となりま

した。これは主として現金及び預金の増加とたな卸資産の減少等によるものです。負債につきましては、前連結会計

年度末比62百万円減の16億98百万円となりました。これは主として未払法人税等の増加と短期借入金の減少等によ

るものです。純資産につきましては、前連結会計年度末比33百万円増の25億１百万円となりました。これは主として

利益剰余金の増加によるものです。この結果、自己資本比率は59.6％となりました。

　

　 (3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

　 (4）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は28百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 39,000,000

計 39,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年12月25日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年２月７日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 19,598,000 19,598,000
大阪証券取引所

市場第二部

単元株式数は

1,000株であり

ます。

計 19,598,000 19,598,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式総
数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高(千円)

 平成24年９月26日～

 平成24年12月25日
－ 19,598 － 731,404－ －

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成24年９月25日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】　

 平成24年９月25日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　　 32,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  19,489,000 19,489 －

単元未満株式 普通株式 　　 77,000 －
１単元（1,000株）未

満の株式

発行済株式総数 19,598,000 － －

総株主の議決権 － 19,489 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2千株含まれております。また、「議決

権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数2個が含まれております。

 

②【自己株式等】 平成24年９月25日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

新内外綿㈱
大阪市中央区備後町

三丁目２番６号　
32,000 － 32,000 0.16

計 － 32,000 － 32,000 0.16

　　

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年９月26日から平成

24年12月25日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年３月26日から平成24年12月25日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月25日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月25日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 68,164 172,395

受取手形及び売掛金 1,111,096 1,127,701

商品及び製品 487,800 457,938

仕掛品 59,671 42,604

原材料及び貯蔵品 163,996 117,841

未収還付法人税等 25,539 －

繰延税金資産 24,862 19,895

その他 51,290 35,334

貸倒引当金 △1,232 △1,243

流動資産合計 1,991,190 1,972,469

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,789,494 1,809,796

減価償却累計額 △1,525,211 △1,547,537

建物及び構築物（純額） 264,283 262,258

機械装置及び運搬具 1,984,700 2,001,489

減価償却累計額 △1,856,955 △1,897,236

機械装置及び運搬具（純額） 127,745 104,253

土地 1,702,657 1,702,657

その他 151,640 156,893

減価償却累計額 △133,702 △140,175

その他（純額） 17,938 16,717

有形固定資産合計 2,112,623 2,085,887

無形固定資産 5,401 13,089

投資その他の資産

投資有価証券 4,982 7,550

繰延税金資産 91,165 96,692

その他 26,084 27,406

貸倒引当金 △3,200 △3,200

投資その他の資産合計 119,032 128,449

固定資産合計 2,237,058 2,227,426

資産合計 4,228,249 4,199,895
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月25日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月25日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 569,647 541,323

短期借入金 165,664 48,340

未払法人税等 － 43,023

賞与引当金 37,970 9,985

その他 126,394 181,727

流動負債合計 899,676 824,398

固定負債

長期借入金 4,174 －

退職給付引当金 245,666 262,878

長期未払金 9,000 9,000

再評価に係る繰延税金負債 602,203 602,203

固定負債合計 861,044 874,081

負債合計 1,760,720 1,698,479

純資産の部

株主資本

資本金 731,404 731,404

利益剰余金 634,373 669,543

自己株式 △3,078 △3,126

株主資本合計 1,362,699 1,397,821

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △175 1,073

繰延ヘッジ損益 5,106 2,622

土地再評価差額金 1,099,897 1,099,897

その他の包括利益累計額合計 1,104,829 1,103,594

純資産合計 2,467,528 2,501,415

負債純資産合計 4,228,249 4,199,895
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年３月26日
　至　平成23年12月25日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年３月26日
　至　平成24年12月25日)

売上高 3,754,477 3,573,436

売上原価 3,145,449 2,904,053

売上総利益 609,027 669,383

販売費及び一般管理費 518,297 529,438

営業利益 90,730 139,944

営業外収益

受取利息 678 645

受取配当金 84 187

為替差益 2,345 1,862

受取手数料 651 1,301

その他 1,018 1,034

営業外収益合計 4,778 5,030

営業外費用

支払利息 3,045 762

手形売却損 2,010 2,472

その他 1,050 960

営業外費用合計 6,106 4,194

経常利益 89,401 140,781

特別利益

固定資産売却益 314 270

貸倒引当金戻入額 126 －

特別利益合計 441 270

特別損失

固定資産除売却損 40 2,072

特別損失合計 40 2,072

税金等調整前四半期純利益 89,802 138,979

法人税、住民税及び事業税 14,745 63,236

法人税等調整額 31,448 454

法人税等合計 46,193 63,690

少数株主損益調整前四半期純利益 43,608 75,288

四半期純利益 43,608 75,288
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年３月26日
　至　平成23年12月25日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年３月26日
　至　平成24年12月25日)

少数株主損益調整前四半期純利益 43,608 75,288

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 181 1,248

繰延ヘッジ損益 △110 △2,484

土地再評価差額金 88,849 －

その他の包括利益合計 88,920 △1,235

四半期包括利益 132,529 74,053

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 132,529 74,053

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　　　該当事項はありません。

　

【会計方針の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年３月26日
至　平成24年12月25日）

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有

形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

　なお、この変更による当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年３月26日
至　平成24年12月25日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　　　　該当事項はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

　　　　該当事項はありません。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

  
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年３月26日
至  平成23年12月25日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年３月26日
至  平成24年12月25日）

減価償却費 88,923千円 76,064千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年３月26日　至　平成23年12月25日）

１．配当に関する事項

 （1）配当金支払額
 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月17日

定時株主総会
普通株式 39 2 平成23年３月25日平成23年６月20日利益剰余金

（2）基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの 

該当事項はありません。

２．株主資本の著しい変動に関する事項

　　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。　
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年３月26日　至　平成24年12月25日）

１．配当に関する事項

 （1）配当金支払額
 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月20日

定時株主総会
普通株式 39 2 平成24年３月25日平成24年６月21日利益剰余金

（2）基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの 

該当事項はありません。

２．株主資本の著しい変動に関する事項

　　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。　

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは、繊維事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年３月26日
至　平成23年12月25日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年３月26日
至　平成24年12月25日）

１株当たり四半期純利益金額 2円23銭 3円85銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 43,608 75,288

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 43,608 75,288

普通株式の期中平均株式数（株） 19,566,633 19,565,476

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

　 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年２月７日

新内外綿株式会社

取締役会　御中

東陽監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 遠藤　富祥　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 久貝　陽生　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている新内外綿株式会社

の平成24年３月26日から平成25年３月25日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年９月26日から平成

24年12月25日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年３月26日から平成24年12月25日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、新内外綿株式会社及び連結子会社の平成24年12月25日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期　報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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